
資料止
(案)【第13版 】傾和寒川町 教育振実基本計画

寒川町教育振案基本計画の策定にあたって

(1)あらたな教育構想の基要性
冬川町は、本とみどりに息まれ、人情に厚い仁みやすいまちです。t8園風景を残しながらも、都

市機能を蟹え、新しい時代を迎えつつあります。
また、冬川町にも、核家族化、少子高藤化、国際化といった社会の変化の波はlFし寄せてきて

います。東に 情報化l■会の進民もあり、子どもたちを来りなく環境は、蕉速に交化しています。
こうした沌争のやで、国は教f基 本法を改正し、めざすべさ教育の方向性と具体的な目様を教

育振実基本計画として示しました。この新い 私ヽ有基本法では、各地方公共EB ttt向模の基本
計Dを策定することが望ましいと規定しています。

このような状況もあり、寒】町としても 真 なる学技弘有の充実と生FE学習の振疑 めざし、弘有
全体のな巡をあらたことていく必要が出てきました。

(2)寒 川 町教 育 振 実 基 本 計 画 の策 定 経 過
奈川町玖す委員会では、平成21年度から、本川町教育振案基本計画の策定へ向け、検討

を開始しました。教育奏員による技引全と教育容員会章務局内に設置されたプロジェクトチームに
よる作来'F会を擦けてしながら、寒川町の教育がめざす方向を明をにしてさました。えに、平成23
■度にパブリッタコメントを実たし 再検討を経てここに轄定しました。

冬川町教育振環基本計画は、自立と共生の高立をめざし、「よく学び、よく運び、まく生さる」こと
を基本精4Hとしています。児童 生徒にとっては、学ぶことが最もを受■ことであると同時に、たくさん
の友入を作り、体験活動年を通じて豊かなヽとTむ ことも大切なことであります。また、学技を■共
した後も、自分の世界を広げ豊力W=するとヽ ,ヽ志ネでの学びと電びは、人間がとさろ上での鳩と言
えます。

また 計画の権は、学技教育の充実と生法学留の振案の2本によって求かれています。学技
欽百では、子どtが知 代 体の調ねをとりながら、まり豊力Wこ成長できることをめざして、ヽます。生抵
■習て1よ、各年代における目標を定め、町民一人ひと'が人結のえ成に0け 、積tg々に人々と
共に、十び続けられることをめざしてぃます。

(3)寒川町教育振興基本計画の位 置づけ
寒川可結合計画tむ かわ2020ブランは、本)が 真に秀民してヽ くヽための町づくりの指針とし

て 平成14年度に策定されました。次官に関してよ、第4章「と, なヽにと大化をはぐくおまちづくりJこ
おいて、「Sれあ、ヽのある生握学習の充実」「豊かなせをよくくむ教育の推進」「地虫の文化活動
の技整」をめざしてぃます。計画の期間は、前後期に分けられ、現在、後頼がスタートしたところで
す。(平成勢 手嗜点)寒 "町 弘有振案基本計画は、さむかわ2020ブランの後対基本奇曰に
示された方針と整合を口りながち、た資と事務手末を再編しました。

また、このさむかわ2020ブランを突け、寒川町でよ、平成18年に生返学留のまちづくりをとめる
ために、寒"学 びブランを実定しました。栄川←びブランよ、「ともに学び ともに文え合う 自 r」英
現と協助のまち さむかわ」を将来目採に掲げ、仁氏夕″引こよる協駒型のまちづくりをめざしてきてぃ
ます。その基本構想、基本計画は、平成18年末からの15年間で、実施計画を3期各5年間とし
ています。寒川町教育振果基本計画は この寒川やびブランの精神を,さ継ぎつつ、学松教育
の領戦についても全轟りに権導と、自立と共生とめざします。寒"町 教育振興基本計置は ミ
川学びブランとの整合を回っていますが、平成28年度には、高計口を一本化することを想定してい
ます。

寒川町教有振案基本計回は、「第1卓 みんなの願い(グランドデザイン)」「第2幸 めざす姿
(基本目採)J「第3キ 基本方針Jにおいて 今後の9年間にわたる基本構組を示してヽ まヽす。「第

十雰奈 !囃 桜やヽ留梗乙香緑ぢ吾
の任務やtくみにつヽヽて説明して、ヽます。また

に' らヽの前期4年 間における未体中な実施封回
です。また最後に掲載されてぃる資ll編は、その手店の資料を4キ 、掲載してヽ きヽます。資料に掲
載されている町立な小 中学拡の学技教育目採は、寒川町教育振宍基本甘目をもとこ作成さ
れ、日裸の達成をめざした突汽が行われた後 点検 評価とかえながら、民なる充実をめざします。



第1ギ みんなの願い =グ ランドデザイン=

よく学び よく通ぴ よく生きる
～ 自立と共 生をめざして～

習 円 熟期】
人生謳歌 l生きるつて素晴らしい

仲間とめさせ 健康100歳

寒川で咲かせよう
齢   も うひとつの花

地域もあなたを待つている

不志   【 生涯学習 充実期】
自分の道を 迷いなく
bを ひらしヽて 広げる世界

夢を求めて
成人  共 に生きる

く家庭教育
いをこめて
時間をかけて

1翻

励まそう～

【学校教育】豊盤 宮聾β溶ヨ
【生涯学習青少

寒りの子よ

わくわく いきいき すくす～子どもは神域の宝 み

挙殺袴瑠

【生涯学習 享L幼児期ユ_十一__一
連」て笑って日々 成長しつけし5かり,萌るぶ



第2章 め ざ す 姿 =今 後9年 間の基本 目標 =

I 学 校教育

○々・徳 ・体の調わのとれた教育をすすめ、
をかな学力、豊かな使、健やかな体を有み
ます。

I 生 涯学習

1【乳幼児期】
○あたたかい子育てとしっかりしたしつけが
できるよう、家庭教育への支援をすすめます。

2【青少年期】
○地域と共に、青少年の健全育成を
すすめます。

3【仲長期】
○夢を求め、自化を尊重しながら

生きてぃくを者の自立を支援します。

4【充実期】
① 自己をみがき、ミの世界を

広げられる壮年の生き方を支援します。

5【円熟期】
○シニアの方々が、第二の人生として、

地域で活動できるよう支援を行います。

○高総者の方が、件間と共に楽しみながら
生き生きと生活できるよう支援を行います。
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第4ギ 寒'll可教育委員会の組織

(1)教育委員会の位 置づけ

共有委員会 i「地方教育行kの 組描及び運営に関する法lrJの定めにより教育にF‐nする事
務を処寝するため 都道府県 市町対年にま長される合ま和の執行機関です。この教育奏員会
制度は 家有会長の合まにより、基本となる方針を決定しそれを女百長(教育奏員ル 事`務局を
着揮監督して筑行するというしくみです。

冬川町教官姿員会は、5人の芸員から構成されています。 奏 員は 町長が町素合の同者を行
て任令します。奏スのを期は4年で 再をされることちできます。奏長長は、委員のヤから互電(選
ばれ、共有奏員会を1 表ヽし軟有委員会の杏誠を二年します。冬貝長の任期は1年てすが 再をさ
れることもできます。
女百委員会のほ候に属する事務を処理するため 故有奏員会にな百長と事務局が臣かれてい

ます。軟百長は 奏員長メタトの奏員のヤから次有委員会がに命します。教育長は、欽百奏員会
の指拝監督の下、事務をつかさとります。事務局は、故百長の統括のもと、共有委員/‐の権ほに
属する事務を処理します。事務局の紅紙は、扶百芸員会規則により定められています。

(2)教育委 員会の任務

執有奏員会は 以下のような任務をもっています。

■校など教育機関の設置 管JI1 7■び廃上
女す財との甘理
t/有奏貫合や学校など教育松関の投 員の任えその地の人車
児童生食年のit宇 大学、転学
宇なの4織 編制 教官辞を 学習指導、生徒指導 幾式指導
教科書その他の教材の私扱い
松合などの施設や教呉などの設備の整憶
女有関係戒 員の研修
れ有開係戒 員 児童生食等の保食 安全 厚生 福ヤⅢ
学校など教育,関 の環境菊生
学校ltA資
生rr=習 に関すること
千少年教育 成人教育、公民館革茉など社会社百
体育、スボーツに関すること
夫化財保喪
玖首に関する調査、抗計
故育tBま 広報
その他教育に関わること

5



(3)教育委員会の組織

(4)教育委員会の点検 評価

教育基本法のま工に伴ぃ、地方におけるな有行政の■ド的r4拒い手である表言姿員会の
体制の充ミ 強化を目指して、平成19年6月に地方教f行 及の組織スび連甘に関する法律が
改正され 平成20年4月かられ行されました。改正の目的である「教有委員会の責任体制の明
電化」の一つとして 同法第27条の規定に基づど、教育奏只合は、こキ、その権限に属する手
務の管埋及び執行の状況について、点校及びW EBを行い、その結果に関する報告書をま姿に
提蛍し、公表することとされました。

冬川町家有奏員会では、地方4k育行政の紙縦及び運営に関する法律の終旨にのっとり、効
果的な軟f行 スの推進に資するとともこ 町民への説明責任を果たしていくために、点検 87価を
実施し、その結果を4年 、報告書としてまとめてきています。点検 評価の対蕪干葉は、その対表
範囲として、学校教育、社会教育及びスポーツこ関することなど 地方教育行kの rJI織及び重
官に関する法律の第23条で「教育会員会の職務をlRJとして塊定されてヽ るヽ手務としftした。払
育奏R合 が行っている事業につ、ヽて、教育奏損合が自ら点検 平価(自己坪価)を行い、各々
の真組み状況とそれに対する課題やま喜笑などを明らかにすると共に、点検 汗価の客観はを一
層高めるため、教育に間t学識経験を有する方々〈タト部軒laF者)よりさまざまなご意見をいただいて
います。

国の牧古振興基本■回〈H20～ 24キ 度の計回)

! 祭 酌

寒 "1町 教 有 振 案 基 本 計 画

(Pttn)計  画 9カキ3T働
4カ年5t問
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第5章 教育振興事業

方針1 確 かな学力を身につける教育の推進(賢く豊かな自分づくり)
～基曖的 基本的な知識や技能を習得させると共に、それらを渚用

できる″の育成と学びへの意依を高めます～

方針2 豊 かな情操と道穐｀を有成する教育の推進(賢く豊かな自分づくり)
～人を思いやる走や感動するこを有てると共に、現篭意識や公共

の精神を大H77にできる人づくりをすすめます～

方針3 積 極的に理功に孫り組み、自ら体力の向上をめざす教育の推進
(健やかな体つくり)

～規則正しい生活態友を身につけるヤで運動する習慣を身につけ、
生きる工で、基盤になる体づくりをすすめます～

安全な学校施設、安足して学べる学校環境の整備

拒別な支援を出要とする子どもへの体制の整備

教言は 々f化 青 体官の3つの側面から 人格の完成をめざす官みてあり=す。
今 世界は 放 つの■にあり=す これかちの時代を生きいくために4要 な☆質は 大 き(交わろうとしています。コ補したと

ホ"■ ～去を本錠に 末 未セウリ携て,J上位を表43強えた児量 生後の言庄をおさt=す や社 ■ 行動や体凛を通して 装
えちれをかれをす。長梯ウ■々にて11■( ユ=方 そのものを■かH=し 人 と共に生さることの価とを_tとし 自 tのとをを●p,
●|ヽヽていく力の〒成をめごし=す。

また T_帝の面では 含 日を費し '続 と文化を経承 鵡程さtrをと同時に 他口を尊としなが=日 ●
4荘なをとさていく

コ本人の言成が求められています 白 化を共に安し 工 芸とRと をせんしろ実戦偲夜の言成が その力発点と■り=す 練
て■場脅を五[ 時 代の撃請に応えた公共のお帝を言む款言をすすあます。

tちろん そうした″の伸長には 艇なでた(ましヽ 体ヽが本ほとなり=す。奪かな力のイ成の向輪は ～章 槍ヤと同時に体
有であります rE"す ることを安守し し,かりとした体づ(りと白ち4t凍の保持増進をあざす児童 生徒を言成し=す

上記の力を言↓ために ま せ 年合■技言寝ttのRI補をすすうます
また 担,■ え授をと要とする手rt[対 して持】え接よ〒を'実 させると共に よマ准技体制の一■のを■セ四り宮
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た教育を実施する。

単島鶏憲苦冴蟹苫催晃離語援教育
の充奏を回る。

富目標の逮成をめざした全教騒A一 丸となつた組幾体制をお築す
る 。

患督営ま骨告搭S景苫暑博島,E19壱:!瞥昌暑宮サ豊営欝告督雪晏督民湯器嘗畳昂岳盾旨を8者。

【計画前期 (今後4年 間)の 重点施策】

する。
に 児 査 生 性に夢や希望に向かい 努 力できる環境を受え 青 少年後全市成に努め

国際教育
の整備を囲



第2節 生涯学習

(1)乳幼児期(家庭教育への支援)

乳幼児期の子育ては せ記や者労1多いものですが 子どもの日々の成長には目をたRるこのがあり、
そのこびも大きヽ もヽのがあります。また、この時期 よ、人が発達 成長するうえでの基盤となる年代です。子
どもが全面りに本望を空け、信頼感と書せ応を応じ々 がち ィせ的安定を結ていくことは その後の豊かな
人格形成につなが,ます。

もちろん、44児親と言たども 基本的なしつけは■要であ,、この時期の教えは 将本にわたり重要な意
味を持ちます。民ぃこと る いことの区別を生活に属Pして きちんと指導することが大切です。

しかし これら乳幼児期の子古ては、l■会の夜化のヤて、今日、さまざまな点で困難さを抱えています。
子古てを母親一人の責任に帰するのではなく社会全体で丈えて、ヽ棋 境づくりをすすめます。

兵|=、子とことfて ることよ 回 時に 規 自身である自分t成長させていくことであるとの観点に立って、
家庭教育への支援してヽ きヽます。

[索農教育への方針]
O家 庭教育に関するlt報の提供を回り、柏まや学習の機会を波けます。
O経 済的負担を軽ますることで、私立幼花囲等への成田を案励します。
O保 育国 4j稚画ウ」ヽ学校のま携をすすめ、長輌的な展望に立った教fをすすめま

す。

【計画前期 (今後4年間)の 重点施策】

8岳喜革I要と豪青惜告卜増掛學害岳窪醤肇停督F充表
させる。

◇関係機関と運盤した情報ネットワークを格察する。
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(2)言 少年期(地域 ・学校の連携)

学校 家え 地域が協力しながら、子どもの教育をとめることi実策の課題です。
この凛題解決へ台けて、寒"町 教育奈氏合では、3つの観点から取り組んでヽヽさ女す。
第一に、子どもの安せ 安全という親点でありますも地域に 子どもを見つめ、17qめ、励ます目が夕 Hヽl

と1こ、子どtの安t感 は増し 安全も図られます。子どもの安せ 安全を保へ向け、学校 家東 地成の

違おをすすめます。
第二に 子ども一人ひとりの指性や適性をlH長させるキャリア教育推進の範点であ,ます。保義若 地

えの人材活用 経幾としての大桂4どを生かしながち 学習や体燎活動をれ突させます。
第二は 子どとがボランティア活動や地虫行革への本加を通して 地えの一員としての自党を育み 地

城の活性イとを図っていこうとする観点であります。本ランティア活動は、自他A方 の存在志義や自キもlt
をもある効果があります。子ど0たちのあされる元気がら地域を活 ・L化するせみを穫助していきます。

[ヽ戦の教f力 の活用に関する方針〕
O地 域と学校が違輸 機力し、子どもを見守り安進 安全を戒保します。
O地 域の人材、紅機と学校の連あを回り、充実した教育環境の整備をすすめます。
O子 どもの力を地戦にとかし、地域の活性化を回ります。

【計画前期 (今後4年間)の 三点施策】
◇子どもスポーツ教豊等の開催や織合型地域スポーツクラプを通して学後体育以外のスポーッの38を広げて

い く 。

患畳こgE言盲号:言岳営を母長::営を営種骨暑i様1畳岳浄阜彗ぞ,テ室虐矯学合患鶴を着勝啓F。



(3)伸長期

方針4 チ ャレンジ精神に管み、自立ミを持ったたくましい着若の
成長を支援します。 (賢く豊かな自分づくり)

方針5 ス ポーツに気軽に親しめる環境を整え、ミ身の健やか
な成長を支援します。

(健やかな体つくり)

十年期は 夕を抱き、自己のアイアンティティーを形成する時期です。様々な出李いを通し、終躍的に税
野が広がる時期でもありとす。将来、冬川や日本と大える者若たちの様々な縫力のや氏 夢の実現に向
けた学びを支援します。

この時期、多くの十年のたりの場が可から難れてしま,ために、地域で落,しにくヽセいう実態がありま
す。しかし、本末、世tが地えや社会の■(役 に工ちたいとヽ うヽ畷いを棋めています。そうした千年たちの
頼いとつなげながら北曳の中でも活動できるま拡 売整指をすすめます。

同時に、スⅢ一ツの3jでも 十年の力を生かし 冬川を丈えていく番手や指導者の市成を図,冬 "の
スポーツ転果とすすめます。

【計画前期 (今後4年間)の 重点施策】

患
雷ヽ 言暑ン

鞠 号護 等 ンス等の質の高い文化芸術の発

り 国 予騒機能を充実させると共に 広 t相 互利用St

ヨる環境を整備する.
曹発を行い よ り多くの町民に体を動かす案しさを実

寓ヽ高王啓畠督『
し 競 技力の向上を図る。
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(4)充 実期

方針6 人 間の幅を浜め、交流を広げる壮年への支援を
行います。 (賢く豊かな自分づくり)

方針7 北 或に根ざしたスポーツ活動への支援を行います。
(健やかな体つくり)

北年期とすばれる年代は 生還のヤで、景も仕事の持つウエイトが高まる時laです。したがって、多くの
人が仕事を通して自己実現をめざしてぃきます。その自己実現をよリー層深めるための学習の浅合とFt質
させます。

また 壮手期にわける「学びJが仕事をや せこ民開されるならま 余張を活用しての「蓬びJのキ在も 大
きな苦味を持ちます。理どを通してせを広ti人 とつながりを採めることが可能となりとす。この世代の豊か
な力をつなす 類織化を回りとす。その活動の一次として 学 校教育や家蕉教育への東掟 氏 には蛇攻
の活性化につなげていきます。

スボーツ振興の面でに、年代をこえて自占に、好さなスボーツヘの募加ができる求ltを整備します。

【計画前期 (今後4年 間)の 宣点施策】

8督鋸縫繋浮ン 畿 、翻号零輯整8■のい節のと
目け 回 子館機能を元察させると共に、広域相工利用柄

毛島晃昇託善‖着ら移くの町民に体を助なす楽しさを実

8森ゴあと盟驚奔学者商は言岳法『禁化与褐封事言患ぬ柘嵩笙馨占替『し 競技力の向上を図る。

| |



(5)円 熟期

方針8 智 息を継承し、絆をつなぎ合う場の創造を図ります。
(賢く豊かな自分づくり)

方針9 体 を動かし長生きのできる環境の整備を図ります。
(健やかな体つくり)

玉暦を終え 大生の円熟期に入った年代の方では、多くの場合、すでに仕事の面でも子fて の面で
も、安任を采たし終えたわけですが、人生90年時代と言われる今日、ここ寒メにて、人生の「もうひとつの
花Jを吹かせていただくことができる家jtづくりをすすめます。

これまで塔われた多くの智蔦を渚かしてぃたださ 文化の継ネ 発展を回ることができるよ痕 境整備を
すすめます。また、多くの人との Sれあいの中で、大化を伝える機会をまけていさます。

また、ぃつまでも健康に患らすための■lt整補をすすめ=す。

【計画前期 (今後4年間)の 重点施策】

88蔦所予≧ンニ官母宅=學換曇首憎督嘉寝鶏だ募鳥亭来を捜定する。で書るnttづ くりを進める。
◇新しい公民館を建設し 多 目的ホールとニーズを踏=えた植捜を殴置する
◇公民館 町 民センター等を有効に活用し、コンサート 求 H バ レエ ダ ンス等の質の高い文化芸行の発
表や鑑策の機会を設ける。

]り 田 子at機能を充実させると共に、広域相互利用||

=るIRItを整由する。
啓発を行い よ り多くの町民に体を動かす楽しさを表

患倉督言笹畳膏富;言奮告審岳占二費者協暑宮,言縁今等喬天需を驚晨学ち挙
抜力の向上を図る。

繊の向上を回る。
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